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1はじめに   

漁業経営環境が悪化する中、コストの削減や効率  

的な漁業など、漁業者の側での経営改善が求められ  

ている。中でもアジ、サバ、など回遊性の魚を帯状  

の網で包関して漁獲するまき網漁業では、大量の漁  

獲物が1個所の漁港への集中するなど、必ずしも合理  

的な水揚港選択行動が行われていない。   

このような状況から、航行経費、市場経費等コス  

ト及び市場ごとの予測魚価を考慮して、それぞれの  

漁業者が経営的に最も合理的に水揚げ港を選定でき  

るシステムの開発。実証を行い、それを基にこれら  

の各種情報の提供。活用による漁場選定を支援する  

「漁場・水揚港選定支援による流通効率化システム  

（以下「本システム」）を構築した。本発表では、構築  

したシステムの紹介と魚価の予測手法と予測精度に  

ついて報告する。  

2 システムの概要   

（財）漁港漁場漁村技術研究所が水産業振興民間  

団体事業費補助「漁場。水揚港選定支援による流通効  

率化システム開発。実証事業」において、平成14年。  

15年の2カ年で本システムを構築した。システムは、  

日本遠洋旋網漁業協同組合所属の漁業者を主な利用  

者とし、九州西部地区の港を対象に水揚港を予測し  

た。九州西部地区で実施した事業全体概要を図1に示  

す。  

3 システムの機能   

漁場。水揚港選定支援システムでは、以下の機能  

を有するシステムを開発した。  

（1）水揚港選定支援機能   

マアジ、マサバ、ゴマサバを予測対象として、魚  

価の予測結果をまき網生産者に提供し、最も効率的  

な水揚港を選定するための指標を提供する。  
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図2魚価予測結果画面  

（2）漁場選定支援機能   

海況情報の提供と海況情報と漁況（操業）情報を重  

ね合わせて表示し、水揚港までの位置関係から最も  

合理的な漁場の選定を支援する。  

止血抽伽断  
欺払タイミンダ仏肘  
柏皿肝桐の砂田  

凶3漁場選定画面  

（3）情報提供機能   

日報。月報などの漁獲量の統計帳票や指定した条  

件で漁獲量等を集計する機能を提供し、蓄積された  

魚価データの統計分析機能を提供する。  

凶1事業全体概要  
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4 予測モデルの作成  

（1）予測に使用したデータ   

漁業者が水揚する産地市場の漁場や魚価などの相  

場情報、産地市場から州荷される消費地の市場（5筒  

所）の相場情報、産地巾場周辺の気温や降水量などの  

気象情報を入力し、魚価を予測するための予測モデ  

ルを構築した。予測モデルの検討では、投入するデ  

ータの種類や、予測精度を確保するためのデータの  

組み合わせ、入力データの加工方法について試行し  

た。  

図5モデルの芸呉差率  

（4）魚価の予測モデルの考察  

1）予測精度   

入力項目の追加検討・誤差率の分析の推移を検証  

した結果、2年間のデータでは誤差率に大きな変化が  

なく、均等な誤差で推移している。誤差率に時期的  

な変化傾向がないことから、今後も相場データを継  

続的に蓄積し、モデルを再学習させることで、予測  

精度は向上する可能性が高いと考えられる。  

2）今後の運用及び展開   

予測精度の検証結果では、気象や消費地市場より  

も、産地相場との関係を重視することで、予測精度  

が向上するという検証結果とな．らた。これにより、  

魚価の形成では、地域の産  

地相場の水揚げ量や魚価  
の影響が大きいことが確  

認できた。今後、市場の情  

報化・ネットワークの展開  

に伴い、他の地域の漁業に  

おいても、魚価予測を利用  

した水揚港選定や漁獲量  

調整など への積極的な展  

開が期待できる。  

5おわりに  

図4予測に使用したデータ  

（2）データマイニング   

本システムの魚価の予測モデルは、データマイニ  

ングソフトのIBM製DB2Intclligcnt mincrを利用し、  

構築した。このマイニングソフトは、データベース  

ソフト（DB2）と連携し、多量のデータを一括投入し、  

入力データの加工や予測モデルの生成、予測結果の  

統計処理など予測モデルの作成に必要な一連の機能  

を提供するものである。このソフトには、・予測手法  

として、RBF（RadialBasis Function）とニューラル  

ネットワークが装備されている。今回の予測モデル  

は、両手法と重回帰分析の結果の精度を比較し、最  

も精度が確保できたニューラルネットワークを採用  

している。   

（3）予測モデルの精度   

構築した予測モデルの精度として、図5にモデルの  

誤差率相を示す。今回の予測モデルの精度は、概ね  

20％以内（0ニー24％以内）を目標とした。これは、重回帰  

分析等の統計的な精度評価の経験則から、「ある程度  

良い」と評価される精度を確保することを目標とし  

たものである。  

凶6産地市場間の魚価の相関   

本事業の実施にあたり、2年間にわたりシステムを  

検討頂いた協議会委員の方々、事業協力頂いた宮本  

啓史専務をはじめとする日本遠洋旋網漁業協同組合、  

九州西部地区の産地市場（福岡、福岡中央、唐津、  

佐世保、西日本、長崎各魚市場、牛深市、北さつま、  

串木野市、枕崎巾各漁協）の方々をここに記載し謝  

意を表す。  
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叶誤差率とは、予測相場と実績相場の比率。誤差率が′トさ  

い程、予測と実績相場の差が少なく精度が高い。誤差率は  
以下の式で表される。  
誤差率主（予測相場一実績相場）÷実績相場の絶対値  
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